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組
合
員
の
皆
様
に
は
、日

頃
よ
り
農
業
保
険
事
業
の
運

営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
に
蔓

延
し
、我
が
国
で
も
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、経
済・

社
会
活
動
の
危
機
に
遭
遇
し
ま
し
た
。終
息
の
兆
し
は
未
だ
見
え

ず
、こ
の
影
響
が
し
ば
ら
く
続
く
こ
と
も
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
って
お
り
ま
す
。感
染
症
の
拡
大
や
対
策
の
強
化
な
ど
に
よ

り
、農
業
分
野
への
影
響
も
多
岐
に
わ
た
り
、外
出
自
粛
等
に
よ
る

消
費
の
低
迷
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止・延
期
等
に
よ
り
需
要
が
大

き
く
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　
我
が
国
の
農
業・農
村
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、人
口
減
少
に
伴
う
国

内
市
場
の
縮
小
や
農
業
者
の
減
少・高
齢
化
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
に

な
い
社
会
構
造
の
変
化
に
直
面
し
、農
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、熊
本
県
を
中
心
に
九
州
や
中
部
地
方
な
ど
日
本
各

地
で
発
生
し
た
７
月
豪
雨
な
ど
、全
国
的
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
県
に
お
い
て
も
、頻
発
す
る
自
然
災
害
や
県
内
で
初
め
て
の

豚
熱
の
感
染
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て
お

り
、４
月
に
は
降
霜
や
降
雹
が
発
生
し
梨
への
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。改
め
て
農
業
保
険
の
重
要
性
を
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
災
害
に
対
し
、本
来
の
使
命
で
あ
る
災
害
の
補
償

と
農
業
者
の
収
入
減
少
の
補
て
ん
に
努
め
、農
家
経
営
の
安
定
と

地
域
農
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、信
頼
さ
れ
る
制
度
と
な
る

よ
う
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

組
合
長
挨
拶

～総 代さん紹 介～

栃
木
県
農
業
共
済
組
合

槌
谷  

寛

組
合
長
理
事

総 代 会 質 疑 応 答

Q 家畜共済勘定で、前年に引き続き多額の不足金が発生しています。特別積立金から補填することとなって
いますが、今後の収支見通しはどうなりますか。

A 令和２年の料率改定で、割引された料率が国から示されており、令和４年度までは現状の収支が続く
見込みです。また、全国的に同収支が悪化しているため早期の料率改定を国に要望しております。

Q 役員体制や報酬の見直しについてはどうお考えですか。

農家支援機器事業の廃止とありますが具体的にいつ頃廃止になる予定ですか。

A 次期改選時までに、理事検討会において協議する予定です。

Q

A 新たな機器の更新や大きな修理は行わず、段階的に令和７年度末をもって廃止する予定です。

第
１
号
議
案

令
和
２
年
度
事
業
報
告
書
、財
産
目
録
、貸
借
対
照
表
、損
益
計
算

書
及
び
剰
余
金
処
分
案
並
び
に
不
足
金
処
理
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

令
和
３
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
の
決
定
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

令
和
３
年
度
事
務
費
賦
課
額
及
び
賦
課
方
法
の
決
定
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

役
員
、損
害
評
価
会
委
員
、損
害
評
価
員
、共
済
部
長
及
び
顧
問
弁

護
士
の
報
酬
決
定
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
決
定
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

事
業
資
金
の
借
入
金（一時
借
入
金
及
び
退
職
給
与
金
施
設
転
貸
福

祉
貸
付
借
入
金
を
除
く
）限
度
額
、借
入
方
法
、利
息
の
利
率
及
び

償
還
方
法
決
定
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

事
業
規
程
の一部
改
正
に
つ
い
て

第
８
号
議
案

栃
木
県
農
業
共
済
組
合
に
お
け
る
実
施
体
制
改
善
計
画
に
つ
い
て

第
９
号
議
案

農
業
共
済
事
業
に
基
づ
く
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て

通常総代会第五回
　令和3年6月25日、栃木県農業共済組合本所にて第五回通常総代会が開催されました。
６月16、17、18日に各支所において事前説明会を実施しました。
　当日は総代２８０名のうち各支所代表9名、書面271名の出席を得て、慎重なる審議により
全議案が原案どおり可決しました。

　総代とは農業共済組合の最高意思決定機関です。総代会で事業計画や予算など組合運営の方向を決定する
重要な役割を担っています。総代さん３人の普段の取り組みなどの話をお伺いしました。

　代々米農家でしたが、４３年前
に牛を１頭飼い始めました。周りの
人に支えられ、２０１８年には和牛
生産の特別表彰を受賞しました。
　矢板市農業委員会会長や和
牛部会、防除協議会などの役員
を経験したことから人とのつな
がりが重要だと考えています。さ
らに農業以外の人と関わること
で新しい風が吹き、発展すると
考えます。地域の先輩方や周り
の人に世話になった分、地域に
貢献していきたいです。

地域に恩返し

八木澤 寛夫さん（71歳）
矢板市土屋

水稲（主食用）10.2ｈａ、（飼料用）3.8ｈａ
繁殖牛 １００頭

　小泉・本沼地域は農地整備

事業が行われ、2018年に集落

営農組合になりました。　

　絵本作家のいわむらかずおさ

んに「カモで水稲栽培をやって

みないか」と言われ、アイガモ農

法を始めて３０年になります。毎

年160～２００羽の改良型アイガ

モを水田１５０ａで放し飼いしてい

ますが、今年は８０ａにマガモ、ア

イガモ、アヒルの計１２０羽を放し

飼いしています。

カモの一声

小島 久之さん（75歳）
益子町小泉

水稲（主食用）１５０ａ

　生駒集落営農組合に加入し

ています。

　市の助言から、下河原田・生

駒整備委員会を立ち上げ整備

しました。そのうちの3.7ｈａを管

理することになり、ドローンを導

入しました。補助事業も活用し

2020年末にドローンの操縦資

格を取得しました。ほ場管理の

労力削減のため、豆つぶ剤を散

布するなど効率よく作業に取り

組んでいます。

ドローン防除始めました

毛塚 博行さん（71歳）
小山市生駒

水稲（主食用）4.6ｈａ、（飼料用）5.7ｈａ
麦 60.3ａ  など

け    づか  　ひろ  ゆき こ    じま  　ひさ  ゆき や    ぎ    さわ     ひろ    お
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1兆9,791億
3,321万3千円

合 計

1兆9,529億
5,885万8千円

合 計

36億
1,435万3千円

合 計

令和2年度  特筆すべき被害令和3年度  基本方針

令和2年度 事業実績令和3年度 事業計画

「安心の未来」拡充運動への取り組み
　農業経営の支援と地域農業の発展に取り組む 「安心の未
来」拡充運動の趣旨に添い、役職員は農業者の経営改善の
助言者として、農政や営農、税務の知識を幅広く身につけ、全
ての農業者に農業保険を通じて安心の補償を提供します。

コンプライアンス及びリスク管理の実践
　組織管理体制の強化とコンプライアンス・プログラム（法
令等遵守実行計画）を実践し、役職員の研修と内部検査の
適正実施に努めます。
　高い倫理観を共有できる職場環境を構築し、引き続き不
祥事の未然防止に取り組み、適正な事業運営を図ります。

農業保険加入推進の取り組み
　災害に対する備えは、農業保険への加入が基本です。
　有資格者の把握に努め、全ての農業者に対し制度内容の
さらなる周知徹底を図り、農家の需要に沿った推進に努め
ます。

任意共済「安心の未来」拡充運動並びに広域災害対応体制確立
　任意共済「安心の未来」拡充運動に基づく提案型推進を
行い、補償の充実及び継続的な加入推進を図ります。
　近年多発する地震・自然災害に備え、地方公共団体等が
作成するハザードマップ等を活用し、全国農業共済組合連
合会と連携して広域災害に対応します。

共済金額（補償額） 支払共済金引受目標金額
0 100億 200億 300億 400億 1兆8,000億700億 1,000億

（円）

農作物共済（水陸稲）

畑作物共済（大豆）

死亡廃用共済

園芸施設共済

建物共済

農機具共済

農作物共済（麦）

果樹共済（なし）

畑作物共済（蚕繭）

２７４億９,９０２万９千円

２４億１,５９６万７千円

５億２,１０３万円

３億６,３１３万５千円

１３１万２千円

４１５億４７４万円

１兆８,０００億円

７３０億円

３２９億３,８００万円

８億４,０００万円

保管中農産物補償共済 ５,０００万円

共済目的
農作物共済（水陸稲）
農作物共済（麦）
死亡廃用共済
疾病傷害共済
果樹共済

畑作物共済（大豆）
畑作物共済（蚕繭）
園芸施設共済
建物共済
農機具共済

保管中農産物補償共済
合 計

4,905,497ａ
698,815ａ
156,960頭
67,991頭
15,199ａ
93,197ａ
17箱

32,284棟
138,395棟
15,631台

34口

引受
29,669,407千円
2,745,519千円
32,696,353千円
814,419千円
767,162千円
408,408千円
1,312千円

33,883,758千円
1,778,477,610千円
73,460,910千円

34,000千円
1,952,958,858千円

共済金額 支払対象件数
40,383,600円
197,874,383円
1,433,209,951円
608,088,394円
153,831,827円
36,197,400円

0円
143,373,499円
575,850,240円
425,543,804円

0円
3,614,353,098円

支払共済金
576人
1,098人
7,031頭
47,953件
133人
126人
0人

1,209棟
1,094棟
1,097台

0口

農作物共済（水陸稲） 
農作物共済（麦） 
死亡廃用共済 
疾病傷害共済 
果樹共済 
畑作物共済（大豆） 
畑作物共済（蚕繭） 
園芸施設共済 
建物共済 
農機具共済 
保管中農産物補償共済 

共済目的
4,500,200ａ
606,000ａ
162,410頭
72,010頭
10,000ａ
82,000ａ
16箱

31,395棟
140,000棟
15,700台

50口

引受目標
27,499,029千円
2,415,967千円
32,938,000千円
840,000千円
521,030千円
363,135千円
1,312千円

41,504,740千円
1,800,000,000千円
73,000,000千円

50,000千円
1,979,133,213千円

引受目標共済金額

合 計

疾病傷害共済

0100億200億300億1兆8,000億 700億
（円）

２９６億６,９４０万７千円

２７億４,５５１万９千円

７億６,７１６万２千円

４億８４０万８千円

１３１万２千円

３３８億8,３７５万８千円

１兆７,７８４億７,７６１万円

734億6,091万円

３２６億９,６３５万３千円

８億１,４４１万９千円

３,４００万円

0 2億 4億 6億 12億8億 10億
（円）

４,０３８万4千円

１億９,７８７万４千円

１４億３,3２１万円

６億８０８万８千円

１億５,３８３万２千円

３,６１９万７千円

0円

１億４,３３７万３千円

５億７,５８５万円

4億2,554万4千円

0円

畑作物共済（蚕繭）

園芸施設共済

建物共済

農機具共済

保管中農産物補償共済

畑作物共済（大豆）

果樹共済

死亡廃用共済

農作物共済（水陸稲）

農作物共済（麦）

疾病傷害共済

農作物共済（水稲）  風水害農作物共済（麦）  土壌湿潤害

畑作物共済（大豆）  土壌湿潤害 園芸施設共済  風害

農機具共済  転覆

果樹共済  凍霜害

時代の変化を踏まえ、組合員へのサービス向上及び効率的な事業運営に取り組み、農業保険の普及促進と加入拡大により、農
業者が無保険状態とならないよう取り組みます。 
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「
安
心
の
未
来
」
拡
充

運
動
優
秀
基
礎
組
織

■
栃
木
県
農
業
共
済

　
組
合
長
感
謝
状

日
光
市

Ｊ
Ａ
か
み
つ
が
日
光

花
き
部
会

上
三
川
町

石
濵 

　
富
男

髙
松 

　
正
夫

上
野 

　
登
一

本
田 

　
一
浩

下
野
市

上
野 

　
功
一

中
田 

　
眞
一

坂
巻 

　
　
栄
　

片
庭 
　
松
夫

矢
野 
　
省
一

篠
崎 
　
重
徳
　

田
辺 

　
　
昭

若
林 

　
康
則

斉
藤 

　
晴
彦

日
光
市

川
島 

　
光
男

吉
原 

　
英
夫

江
連 

　
文
夫

鹿
野 

　
茂
男

渡
辺 

　
清
高

斎
藤 

　
伸
幸

加
藤 

　
孝
行

高
藤 

　
哲
男

渡
森 

　
　
廣
　

田
中 

　
正
一

福
田 

　
次
男

星 

　
　
一
徳
　

鷺
谷 

　
浩
幸

山
城 

平
二
郎

藤
谷 

　
　
正
　

福
田 

　
光
久

真
岡
市

武
田 

　
和
穂

高
橋 

　
　
勲

櫻
井 

　
正
三
　

大
木 

　
　
昇

室
町 

　
広
志

菊
地 

　
孝
夫

床
井 

　
　
宏
　

茂
木
町

磯 

　
　
房
壽

大
橋 

　
　
誠

大
関 

　
雅
男
　

富
田 

　
文
一

石
塚 

　
　
隆

髙
久 

　
　
学
　

若
森 
　
正
一

川
野
邉 
寿
雄

木
村 

清
一
郎

檜
山 

　
三
郎

生
井 

　
達
也
　

市
貝
町

簗 

　
　
一
見

渡
辺 

　
邦
夫

金
田 

　
勝
雄
　

鈴
木 

　
勘
也

髙
梨 

　
　
寛

髙
徳 

　
清
春
　

羽
石 

　
　
一
　

芳
賀
町

髙
野 

　
勝
美

小
林 

　
達
男

小
林 

　
隆
志
　

小
池 

　
芳
男

穐
山 

　
安
之

中
村 

　
信
行
　

斎
藤 

　
　
武
　

小
林 

　
栄
治

篠
﨑 

　
隆
教

阿
久
津 

賢
一

高
橋 

　
信
夫

加
藤 

　
貞
夫

山
﨑 

　
英
男
　

野
中 

　
幹
雄

斉
藤 

　
利
行

手
塚 

　
有
一
　

小
川 

　
和
男

須
藤 

　
　
昇

滝
田 

　
忠
男
　

矢
野 

　
昌
宏

鈴
木 

　
健
一
　

大
田
原
市

江
連 

　
　
進

木
下 
　
政
一

沖
田 
　
正
幸
　

石
橋 

　
洋
二

青
木 

　
茂
男

伊
藤 

　
　
貞
　

郡
司 

カ
ツ
子

飯
塚 

　
陽
一

黒
澤 

　
　
豊
　

荒
牧 

　
榮
一

福
田 

　
冨
衛

藤
田 

　
一
喜
　

菊
池 

　
秋
男

藤
田 

甲
子
男

長
島 

　
利
夫

渡
辺 

　
一
男
　

飯
田 

　
茂
雄

橋
本 

　
保
雄

小
島 

　
　
清
　

中
田 

　
征
完

慶
野 

　
　
豊

町
田 

　
昌
一
　

大
森 

　
宏
益

町
田 

　
實
孝

丸
山 

　
常
義
　

仁
見 

　
一
雄
　

栃
木
市

佐
山 

　
　
稔

田
口 

　
　
進

舘
野 

　
修
一
　

黒
田 

　
英
昭

栗
原 

　
茂
美

栃
木 

　
茂
男
　

佐
山 

　
健
一

大
石 

　
秀
行

鈴
木 

　
保
雄
　

小
倉 

　
行
平

大
島 

　
和
男

阿
部 
　
正
男
　

永
島 
　
芳
一

稲
葉 

　
一
夫

岸 

　
　
　
睦
　

猿
山 

　
芳
昭

野
原 

　
博
幸

原 

　
　
　
弘

岩
下 

　
博
美
　

本
島 

　
義
一

𠮷
田 

　
博
明

坂
本 

　
功
男
　

石
井 

　
保
夫

髙
田 

　
惣
内
　

■
全
国
農
業
共
済

　
協
会
長
賞

〈
建
物
共
済
の
部
〉

大
田
原
市

清
水 

　
修
一

〈
農
機
具
共
済
の
部
〉

佐
野
市

茂
呂 

　
雅
徳

■
関
東
地
区
農
業

　
共
済
建
物
推
進

　
協
議
会
長
賞

〈
建
物
共
済
の
部
〉

真
岡
市

那
須
塩
原
市

江
連 

　
利
政

斉
藤 

　
英
一
　

那
須
町

相
馬 

　
　
浩  

那
珂
川
町

川
上 

　
桂
郎

小
杉 

　
義
行
　

小
山
市

田
嶋 

　
孝
司
　

栃
木
市

藤
田 

　
　
守

直
井 

　
英
雄
　

野
木
町

岡
田 

　
清
一
　

佐
野
市

大
朏 

　
　
孝

松
島 

　
久
男

■
栃
木
県
農
業
共
済

　
組
合
長
感
謝
状

　（
優
秀
推
進
員
）

上
三
川
町

杉
山 

　
　
忠

田
仲 

　
正
明
　

下
野
市

海
老
原 

信
之

日
光
市

福
田 

　
孝
行

角
田 

　
和
実

前
原 

　
泰
雅

宇
都
宮
市

大
木 

　
　
功

山
口 

　
　
守

桜
井 

　
俊
男
　

加
藤 

　
義
久

永
見 

　
輝
雄

木
村 

　
雄
一
　

六
本
木 

良
一

青
木 

　
臣
正

藤
田 

　
昌
宏
　

田
﨑 

　
和
昭

菊
池 

　
秀
次

直
井 

　
茂
男
　

刈
部 

　
　
洋

佐
藤 

　
郁
夫

増
渕 

　
伸
一
　

飯
塚 

　
悦
雄

宇
梶 

　
和
則

菊
地 

　
修
一
　

福
田 

　
明
男

池
田 

　
芳
久

池
田 

栄
太
郎
　

手
塚 

　
好
明

安
納 

　
成
一

古
澤 

　
孝
夫
　

北
條 

　
栄
重

福
田 

　
樹
美

篠
原 

　
　
剛

鹿
沼
市

増
渕 

　
政
広

山
崎 

　
敏
雄

早
乙
女 

　
章
　

石
澤 

　
敏
也

青
栁 

　
利
男

中
三
川 

昂
佑
　

手
塚 

　
英
雄

関
口 

　
浩
二

澤
村 

　
秀
夫
　

浅
川 

　
憲
一

羽
石 

　
次
雄

武
田 

　
昭
一
　

大
木 

　
富
夫

渡
辺 

　
正
一

横
松 

　
秋
男
　

舘 

　
　
宗
利

沖
杉 

　
　
実

柴
山 

　
久
夫
　

細
谷 

　
　
憲

橋
本 

　
　
智

橋
本 

　
和
于
　

豊
田 

　
　
淳

野
沢 

　
守
夫

小
倉 

　
正
康
　

髙
山 

　
　
保

髙
山 

　
富
夫

大
森 

　
　
繁
　

上
野 

　
幸
政

小
塙 

　
　
勇

藤
下 

　
久
雄
　

石
塚 

　
大
八

上
野 

　
尚
弘

益
子
町

大
関 

　
正
巳

上
野 

　
一
巳

大
塚 

　
辰
己
　

菅
又 

　
幸
一

牧
田 

　
一
治

薄
羽 

　
力
夫
　

磯 

　
　
一
雄

菱
沼 

　
　
洋

宮
本 

ス
ミ
エ
　

吉
永 

　
俊
一

小
林 

　
秀
夫
　

矢
板
市

和
氣 

　
義
人

渡
辺 

　
正
行

渡
辺 

　
正
雄
　

齋
藤 

　
英
昭
　

塩
谷
町

斎
藤 

　
方
晃

室
井 

美
智
男

小
川 

　
昇
一
　

和
気 

　
賢
一

浅
田 

　
伸
也

斎
藤 

　
幸
寿
　

磯 

　
　
富
雄

手
塚 

　
一
利

斎
藤 

　
道
弘
　

さ
く
ら
市

久
保 

　
　
茂

髙
瀬 

　
裕
伺

手
塚 

　
忠
実
　

佐
藤 

　
　
慎

青
山 

　
幸
夫

永
井 

　
隆
治
　

上
野 

　
徳
一

鈴
木 

　
清
一
　

高
根
沢
町

古
谷 

　
忠
夫

岡
田 

　
正
純

古
口 

　
良
雄

岡
田 

　
惠
一

古
口 

　
照
夫

川
島 

　
　
淳
　

那
須
塩
原
市

相
馬 

　
勝
政

人
見 

美
千
男

磯 

　
　
利
雄
　

松
本 

　
元
雄
　

那
須
町

平
山 

　
和
彦

大
島 

　
長
一

平
山 

　
　
勝
　

薬
袋 

　
治
雄

古
森 

　
　
忠
　

那
須
烏
山
市

齋
藤 

　
光
一

塩
野
目 

　
功

平
塚 

　
英
教
　

川
俣 

　
昭
一

小
室 

　
　
大

掛
札 

　
　
正
　

大
森 

　
秀
夫

神
長 

　
文
雄

古
口 

　
清
文
　

那
珂
川
町

佐
藤 

　
　
勉
　

小
山
市

七
原 

　
春
男

松
本 

　
宇
一

池
田 

　
徳
彦
　

望
月 

　
和
夫

小
堀 

　
昇
洋

中
島 

　
正
弘
　

平
間 

　
正
実

小
森 

　
　
清

青
木 

啓
一
郎
　

池
田 

　
邦
宏

令
和
２
年
度

「
安
心
の
未
来
」

拡
充
運
動

成
績
優
秀
表
彰

令
和
２
年
度

農
業
保
険
事
業

功
労
者
等
表
彰

飯
塚 

　
章
弘
　

大
塚 

　
重
夫

直
井 

　
英
雄
　

壬
生
町

市
川 

　
初
枝

青
木 

　
金
作

古
橋 

　
　
隆

佐
野
市

山
根 

　
靖
彦

高
橋 

　
ウ
メ

新
井 

　
庸
夫
　

安
原 

　
　
茂

蘒
原 

　
政
夫

長
竹 

　
義
久
　

植
木 

　
勝
治

金
子 

　
一
郎

金
子 

　
久
雄
　

石
井 

　
　
隆

小
堀 

　
幸
雄

亀
田 

　
文
昭
　

大
川 

　
秀
夫

横
塚 

　
秀
雄

飯
田 

恒
次
郎
　

遠
藤 

　
好
男

赤
堀 

　
　
登

川
上 

　
義
雄
　

高
実
子 

武
夫
　

足
利
市

梅
沢 

　
信
助

仁
木 

　
　
肇

小
林 

　
勝
雄
　

大
川 

　
勝
重

國
定 

　
雅
之

松
葉 

　
貞
夫
　

三
田 

　
精
一

西
川 
　
　
守

那
珂
川
町

穴
山 
　
正
一

〈
農
機
具
共
済
の
部
〉

鹿
沼
市

矢
口 

　
敏
雄

小
山
市

名
渕 

　
正
男

■
栃
木
県
農
業
共
済

　
組
合
長
表
彰

　（
優
秀
推
進
員
）

宇
都
宮
市

野
澤 

　
健
靖

金
田 

　
紀
男
　

鹿
沼
市

横
張 

　
輝
雄

大
塚 

　
　
進
　

日
光
市

渡
辺 

　
清
高
　

茂
木
町

田
代 

　
一
夫
　

市
貝
町

川
又 

　
康
男
　

芳
賀
町

小
竹 

　
克
昌
　

矢
板
市

髙
野 

　
由
行

高
根
沢
町

小
林 

　
義
喜
　

大
田
原
市

發
田 

　
数
雄

　

小
倉 

　
利
幸

吉
新 

　
　
誠

真
岡
市

清
水 

　
敏
男

南
雲 

　
猛
洋
　

益
子
町

渡
辺 

　
　
力

塩
谷
町

斎
藤 
　
善
徳
　

さ
く
ら
市

矢
澤 

　
和
弘

阿
久
津 

　
貢

大
田
原
市

渡
辺 

　
栄
治

郡
司 

　
雅
章
　

那
須
塩
原
市

大
嶋 

　
勝
美

星 

　
　
　
勇

藤
田 

　
豊
文
　

那
須
町

渡
邉 

　
勝
久

那
珂
川
町

平
野 

　
　
久

橋
本 

　
　
誠
　

栃
木
市

寺
内 

　
章
元

大
久
保 

廣
光
　

下
野
市

小
川 

　
幸
男
　

足
利
市

植
木 

　
友
一

髙
橋 

　
雅
之

岡
村 

　
奏
一

受
賞
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
の
祝
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
功
労
者
表
彰

（
順
不
同
、敬
称
略
）

令
和
２
年
度

任
意
共
済
事
業
表
彰
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農 機 具 共 済建 物 共 済

落雷の多くなるこの季節、
NOSAIの火災共済を
おすすめします。

落
雷
事
故
は
火
災
共
済
で
も
補
償
し
ま
す
！

　
栃
木
県
は
日
本
で
も
落
雷
の
多
い
県
で
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
火
災
共
済
で
は
落
雷
に
よ

る
損
害
も
補
償
対
象
で
す
。

　
令
和
２
年
度
の
落
雷
事
故
棟
数
は
５
８

５
棟
で
、被
害
棟
数
の
半
分
以
上
を
占
め
て

い
ま
す
。落
雷
事
故
に
よ
る
支
払
共
済
金
は

９
８
６
０
万
円
余
で
す
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

　
台
風
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
は
総
合
共

済
で
し
か
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
令
和
２
年
度
の
自
然
災
害
被
害
棟
数
は

３
０
２
棟
で
８
４
０
０
万
円
余
の
支
払
い
と

な
って
お
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
台
風
19
号
の
被
害
は
２
６
２
戸

３
３
７
棟
で
共
済
金
４
億
３
千
万
円
余
を
支

払
い
ま
し
た
。

トラクター盗難急増  栃木県内の被害、前年比3倍
　
ト
ラ
ク
タ
ー
の
盗
難
が
栃
木
県
で

急
増
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
農
業
新
聞（
21
年
５
月
）に
よ

る
と
今
年
１
月
か
ら
４
月
末
ま
で
盗

難
被
害
件
数
は
26
件（
前
年
同
期
９

件
）と
昨
年
か
ら
３
倍
近
い
件
数
と

な
って
い
ま
す
。

　
被
害
発
生
場
所
は
自
宅
敷
地
や
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、ほ
場
な
ど
様
々
で
、中

に
は
納
屋
に
施
錠
を
し
て
い
て
も
鍵

を
壊
さ
れ
盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。

　
農
機
具
共
済（
損
害
総
合
共
済
）

で
は
盗
難
に
よ
る
被
害
も
補
償
し
て

い
ま
す
。加
入
し
て
い
る
ト
ラ
ク
タ
ー

だ
け
で
も
令
和
３
年
は
13
台
が
盗
難

被
害
に
遭
って
い
ま
す
。

盗難防止の３カ条

エンジンキーは
必ず抜きましょう

施錠できる施設に
格納しましょう

警報機やハンドルロック、
ワイヤーロックなどの
防犯装置を使いましょう

農機具共済は盗難以外にも異物の巻き込みや接触事故も補償対象となります。
ロータリーなどの付属装置もトラクター本体と合わせて加入できます。

また、コンバイン等も加入することができます。

加入対象農機具

近年は機械の大型化により修理代も高額となっています。
もしもの時の被害を最小限に抑えるために農機具共済に加入しましょう。

乗用トラクター 自脱型・普通型
コンバイン

乗用田植機 自走式スピード
スプレイヤー

（ブームスプレイヤーを含む）

農業用ホイール
ローダー

写真：気象庁提供

火災共済
1,000万補償（臨費なし）

…掛金 9,500円

り災の種類ごとの支払共済金

り災原因と被害棟数

火災事故
拡張担保
（落　雷）
自然災害
地　　震

365,240,424円
126,513,315円
（98,696,545円）
65,467,008円
18,629,493円

585

落
雷

14
水
道
管
凍
結

5
そ
の
他
の
原
因

7
類
焼

11
不
明・調
査
中

2
放
火

1
そ
の
他
の
電
気
器
具

11
漏
電

7
そ
の
他
の
火
の
粉

1
乾
燥
機

10
100
200
300
400
500
600

焚
火

2
ス
ト
ー
ブ

1
て
ん
ぷ
ら
油

2
風
呂
か
ま
ど

2
こ
た
つ

1
破
裂・爆
発

64

外
部
か
ら
の
落
下
等

2
車
両
の
飛
び
込
み

29
給
排
水
設
備

44
毀
損・汚
損（
盗
難
）

46
風
台
風

171

強
風

1
そ
の
他
の
風
害

7
水
台
風

4
大
雨・豪
雨

3
暴
風
雨

17
雹
害

19
積
雪

34
地
震

地
震火災事故 拡張担保 自然災害

農機具盗難件数

令和3年（1月～4月）令和2年（1月～4月）

9

26

総合共済
1,000万補償（臨費なし）

…掛金 22,400円
収穫後に納屋・倉庫に保管中
の農作物（米、麦、梨、大豆）及
び集荷施設・出荷先へ輸送中
の農産物を補償します。

農作物・果樹・畑作物共済
に加入している農産物

対  象

保管中農産物

補償共済
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農 作 物 共 済農 作 物 共 済

組
合
は
、加
入
要
件
の
な
い

「
半
相
殺
方
式
」を
基
本
に

ご
案
内
し
ま
す
。

要
件
を

満
た
せ
ば
他
の
方
式
も

選
べ
る
ん
だ
よ
ね
？

NOSAI

引
受
方
式
、

迷
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。

令
和
４
年
産
か
ら

一
筆
方
式
が
な
く
な
る
け
ど

来
年
は
ど
う
し
よ
う
？

？

NOSAI

検
討
し
て
み
よ
う
！
　
　

半
相
殺
方
式
以
外
を

希
望
す
る
方
は

組
合
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。NOSAI

は
い
。

「
全
相
殺
方
式
」の
場
合
、

対
象
は
こ
ち
ら
で
す
。

NOSAI

・税務申告帳簿等で
 収穫量を把握できる方

・乾燥調製施設に
 全量出荷している方

12月 10月～11月 9月～10月

　共
済
金
の
支
払
い
対
象
と
な
る
事
故
は
、

風
水
害・干
害・冷
害
な
ど
の
気
象
上
の
災

害・病
虫
害
及
び
鳥
獣
害
で
す
。

　稲
の
生
育
状
況
や
被
害
の
発
生
状
況
を

ご
確
認
の
上
、被
害
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は

速
や
か
に
被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

「全相殺方式」希望者はご連絡を！

❶
ほ
場
を
よ
く
観
察
し
て
く
だ

さ
い
。

❷
被
害
申
告
を
す
る
ほ
場
は
、

支
所
ご
と
に
損
害
評
価
の

日
程
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。刈
取
予
定
日
及
び
被
害

状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
被

害
申
告
期
限
ま
で
に
損
害

評
価
員
等
を
通
じ
て
被
害

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❸
損
害
評
価
野
帳
に
災
害
の

種
類
・
災
害
の
発
生
月
日
を

記
入
し
、損
害
評
価
員
等
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

❹
被
害
表
示
の
立
札
は
、被
害

申
告
を
し
た
耕
地
に
必
ず

立
て
る
と
と
も
に
、損
害
評

価
前
日
ま
で
に
道
路
か
ら

見
や
す
い
場
所
に
立
て
、収

穫
が
終
わ
る
ま
で
取
り
除

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

被
害
申
告
す
る

際
の
ポ
イ
ン
ト

抜
取
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、組

合
の
評
価
高
に
つ
い
て
審
議
・
答

申
を
し
ま
す
。

損
害
評
価
高

取
り
ま
と
め

及
び
審
議

国
は
組
合
か
ら
提
出
さ
れ
た
評

価
高
に
つ
い
て
審
査・認
定
を
行
い

ま
す
。

該
当
農
家
に
共
済
金
を
お
支
払
い

し
ま
す
。

共
済
金
の

支
払
い

国
の

認
定
審
査

加
入
農
家
は
、共
済
金
の
支
払
い

対
象
と
な
る
よ
う
な
被
害
を
受
け

た
と
き
に
は
、組
合
に
被
害
申
告

を
行
い
ま
す
。

被
害
申
告

被
害
申
告
の
あ
っ
た
ほ
場
を
、地

区
の
評
価
員
が
検
見
等
の
調
査
に

よ
り
評
価
し
ま
す
。

被
害
調
査

地
区
の
評
価
班
ご
と
の
均
衡
を
は

か
る
た
め
、被
害
耕
地
の
内
か
ら

規
定
筆
数
を
抽
出
し
、検
見
又
は

実
測
に
よ
る
調
査
を
行
い
ま
す
。

抜
取
調
査

令
和
３
年
産
水
陸
稲
損
害
評
価
が

始
ま
り
ま
す
。

令和４年産からの水稲加入方式

半相殺方式 307円なし

※１ 掛金等の目安は最高補償割合で半損特約を付帯した場合の主食用米の標準的な金額です。
※２ 青色申告に加え、白色申告でも加入できるようになります。

※3 統計データで減収量を評価するため、個人の被害率とは一致しません。
※4 地域インデックス方式はほ場所在地で掛金率が異なります。

8割

全相殺方式 403円あり 9割

品質方式 415円あり 9割

地域インデックス方式 286円～366円なし 9割

加入要件

ほ場現地調査

出荷資料又は税務申告資料

出荷資料又は青色申告資料

統計データ

評価方法 最大補償割合 10a当たりの掛金等の目安

　組合では、本年産を最後に水稲共済一筆方式が廃止となるため、昨年から今年にかけて稲作経営者の皆様を対象としたア
ンケート調査を実施いたしました。アンケート回収率51％、1万5,800余名の方からご回答をいただきました。ご協力頂きありが
とうございました。今後も水稲共済について、ご理解いただけるよう努めてまいります。

している
24%

空白ほか
15%

していない 61%

はい
18%

空白ほか
16%

いいえ 66%
半相殺方式
23%

全相殺方式
6%

収入保険
6%

空白ほか
52%

品質方式 2%

地域インデックス方式 11%

青色申告を
していますか？

Q1 全量を共同乾燥調製施設に
搬入していますか？

Q2 ご自身の営農状況に
合いそうな加入タイプは？

Q3

令和４年産以降の水稲共済への加入に関するアンケート結果

1
2

3
4

国  組合農家 地区評価員評価会委員 農家

水
陸
稲
損
害
評
価
の
流
れ※

損害評価会

※ 評価の流れは、一筆方式の場合となります。

※4※3

※2

※１
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収 入 保 険収 入 保 険

収
入
保
険
に
加
入
し
て
良
か
っ
た
で
す
！

収入保険支払状況（6月30日現在）
令和2年加入者

支払対象件数

支払額

1,464経営体

令和3年加入者 2,201経営体
2,159,765,124円

（半数以上が該当しました）818件

監
物 

瑛
さ
ん（
　
歳
）

宇
都
宮
市
御
幸
町

監
物
梨
園

ナ
シ
３
ha

け
ん 

も
つ  

あ
き
ら

　
制
度
を
最
初
に
聞
い
た
時
、手
厚
い
補

償
に
対
し
保
険
料
等
が
こ
ん
な
に
安
く
て

い
い
の
か
と
、と
て
も
驚
き
ま
し
た
。補
償
な

ど
の
基
準
も
青
色
申
告
の
書
類
か
ら
決
ま

る
の
で
、正
確
で
客
観
性
が
高
い
保
険
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　
ナ
シ
は
そ
の
年
の
天
候
や
市
場
価
格
の

変
動
に
左
右
さ
れ
ま
す
。令
和
２
年
度
は

春
先
の
凍
霜
害
と
長
梅
雨
で
収
入
が
半
分

近
く
落
ち
込
み
ま
し
た
。し
か
し
保
険
金
等

の
お
か
げ
で
ほ
ぼ
通
常
の
収
入
に
戻
り
、今

年
も
予
定
通
り
の
営
農
が
で
き
ま
し
た
。

　
毎
年
の
収
入
の
凸
凹
を
平
ら
に
し
て
く

れ
る
の
で
、天
気
や
価
格
の
影
響
を
受
け
や

す
い
果
樹
農
家
に
は
特
に
お
す
す
め
で
す
。

客
観
性
の
高
い
保
険

収入保険は新型コロナウイルスの影響など、あらゆるリスクに対応！

33

　
昨
年
、イ
チ
ゴ
の
病
害
が
発
生
し
、収
量

が
か
な
り
減
収
し
ま
し
た
。更
に
ビ
ー
ル
麦

の
減
収
や
水
稲
の
価
格
下
落
も
重
な
り
、全

体
的
に
大
き
く
収
入
減
少
し
た
年
で
し
た
。

　
収
入
が
減
っ
て
も
薬
剤
費
や
人
件
費
等

の
固
定
費
の
支
払
い
が
あ
る
た
め
、無
利
子

の
つ
な
ぎ
融
資
を
申
請
し
ま
し
た
。申
請
か

ら
約
１
か
月
で
支
払
わ
れ
、思
っ
て
い
た
よ
り

も
多
い
金
額
だ
っ
た
の
で
、経
費
の
支
払
い
に

充
て
る
こ
と
が
で
き
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

　
収
入
が
安
定
す
る
こ
と
で
心
に
ゆ
と
り

が
で
き
、新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
出

来
る
の
も
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
る
メ

リ
ッ
ト
の
一
つ
で
す
ね
。

つ
な
ぎ
融
資
で
危
機
回
避

手
塚 

一
清
さ
ん（
　
歳
）

那
須
塩
原
市
島
方

水
稲
６
ｈａ
、ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
４０ａ
、

ハ
ウ
ス
キ
ュ
ウ
リ
２８ａ
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー（
春
秋
）９０ａ

 

て   

づ
か 

か
ず 

き
よ

53

　
経
営
や
収
入
の
安
定
を
考
え
て
加
入
し

ま
し
た
。補
て
ん
方
式
に
迷
い
ま
し
た
が
、

仲
間
と
相
談
し
、掛
捨
て
の「
保
険
方
式
」

に
掛
捨
て
で
な
い「
積
立
方
式
」を
組
み
合

わ
せ
た
補
償
を
選
択
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
メ
イ
ン
収
入
で
あ
る
ト
マ
ト
や
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
が
天
候
不
順
に
よ
り
収
量
が

減
少
し
ま
し
た
。ま
た
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
取

引
先
へ
の
出
荷
量
も
減
少
し
ま
し
た
。こ
れ

ま
で
売
り
上
げ
が
伸
び
て
き
て
い
た
と
こ
ろ

で
し
た
の
で
収
入
上
昇
傾
向
特
例
を
活
用

で
き
た
こ
と
も
よ
か
っ
た
で
す
。保
険
金
等

の
支
払
い
が
早
く
、借
り
入
れ
せ
ず
に
済
み

ま
し
た
。

　
幅
広
い
収
入
減
少
の
要
因
に
対
応
し
て

い
る
の
で
、ケ
ガ
や
災
害
な
ど
不
測
の
事
態

を
見
据
え
て
備
え
ら
れ
ま
す
。私
に
と
っ
て

農
業
経
営
継
続
の
手
段
の
一
つ
で
す
。

経
営
継
続
の
た
め
、万一に
備
え
る

遠
井 

尚
徳
さ
ん（
　
歳
）

小
山
市
梁

遠
井
農
園

水
稲
１１ 

ｈａ（
主
食
用
７
ｈａ
、飼
料
用
４
ｈａ
）、

二
条
大
麦
１５ 

ｈａ
、イ
チ
ゴ
９０ａ

 

と
お  

い
　
　なお 

の
り

40

支払対象要因は
気象災害などによる
数量減少が55.9％
需要緩和などによる
価格低下が44.1％
となっています。

収入保険は、農業者の経営努力では避けられない
収入の減少をしっかり補償します！

各種割引が始まります！

　保険期間中の農産物の販売収入が基準収入の
９割を下回ったときに、下回った額の９割を上限に
補てんします。

●基準収入は、過去５年間の平均収入を基本に、
保険期間中の営農計画も考慮して設定します。

●掛捨ての「保険方式」と、掛捨てでない「積立方
式」の組み合わせができます。

●保険料を安く抑えたい方は、保険方式の補償に
下限を設定することもできます。

収
入
減
少

基準収入
当年収入

保険金
積立金
自己責任

農業者ごとの
過去5年間の収入

過去5年間の平均

100％

支払率上限９割

90％
80％
70％

収入保険制度のイメージ（30％収入減の場合）

収 入 保 険 の 仕 組 み

市場価格の
低下

自然災害など
による減収

災害で作付け
できない

ケガや病気で
収穫できない

保険期間 税の収入算定期間と同じ期間を補償します。 個  人 ： １月～１２月 法  人 ： 事業年度の1年間

加入できる方
青色申告を行っている個人・法人の農業者なら誰でも加入できます。加入申請時に青色申告実績が1年分
あれば加入できます。加入を希望する方で現在青色申告を行っていない場合は、令和4年３月１５日までに所
轄の税務署に「青色申告承認申請書」を提出することで、令和6年からの加入が可能です。

類似制度との
選択

収入保険と農業共済やナラシ対策などの類似制度は、どちらかを選択して加入します。
令和３年１月からは、当分の間の特例として、野菜価格安定制度の利用者が初めて収入保険に加入する場合
に限り、両方の制度を1年間同時利用できます。

基準収入
加入者の負担 補償金額

支払該当収入 最大補償額保険料等（掛捨） 積立金（貯金） 計
900万円未満 810万円11.1万円1,000万円 22.5万円 33.6万円

自動継続特約が導入されます！
●事務費賦課金が1,000円割引
●翌年度の加入申請が不要
●翌年度の営農計画の申し出は保険期間の確定申告後でＯＫ

共通申請サービスによるネット申し込みが可能になります。
加入者本人が加入申請書やシステムへのデータ入力をすることによって、
新規加入者で4,500円の割引が受けられます。（※継続加入の場合は2,200円）

1,000円

3,200円

2,200円

4,500円

自動継続特約のみ

自動継続特約＋共通申請

共通申請のみ

共通申請 新規割引
1,300円 含む

加
入
実
績
あ
り

新
規
加
入
者

割引額

（R4.1.1保険期間開始の契約より）
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園芸施設共済
要件及び割引率 園

芸
施
設
共
済
の
集
団
加
入
割
引
制
度

み
ん
な
で
備
え
て
、み
ん
な
得
す
る
！

●生産組織等が一斉加入受付会を実施し、一日（または数日
間）の内に集団で加入申込をした結果、その組織の構成員の
加入率が８０％を超え、かつ実施前より加入率が上昇した場合

（１）共済掛金の割引要件及び割引率

共済掛金率５％割引

集団加入割引実施までの流れ

ご不明な点がございましたらお近くの支所にご連絡ください。

●5名以上10名未満の構成員が集団加入申込を行った場合

※一斉加入受付を実施する前に、当該団体の構成員が原則として園芸施設共済等に加入する
旨の取り決め並びに一斉加入受付の実施及び特定園芸施設の適切な補強・保守管理に取
り組むことについて、NOSAIとちぎと生産組織等で協定を結ぶ必要があります。

（２）事務費賦課金の割引要件

事務費賦課金1０％割引
●10名以上の構成員が集団加入申込を行った場合

事務費賦課金2０％割引

一
斉
加
入
受
付

集団加入割引をきっかけに
全員加入（２名が新規加入）

構成員１０名中８名が
園芸施設共済に加入

今までの加入状況 一斉加入受付後

　
集
団
加
入
割
引
制
度
は
、生
産
組
織
等
が一斉
加
入
受
付
を
実
施
し
、集
団
で
加

入
申
込
を
行
っ
た
場
合
、掛
金
や
賦
課
金
の
割
引
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、29
団
体
で一斉
加
入
受
付
を
実
施
し
、７
０
６
名
の
加
入
者
が

割
引
適
用
と
な
り
ま
し
た
。

　
近
年
、頻
発
し
て
い
る
甚
大
な
自
然
災
害
に
備
え
、割
引
制
度
を
ご
活
用
の
上
、

園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加入率が80％から100％へ増加 共済掛金率５％割引！
10名以上の構成員で集団加入 事務費賦課金20％割引！

④一斉加入受付での加入率により掛金等が割引となります。

③一斉加入受付を実施します。

②お近くのNOSAI支所へ連絡し、生産組織等とNOSAIで協定を締結します。

①生産組織等で園芸施設共済へ加入することを取り決めます。

生産組織生産組織

▲仮置きして位置を確認します

　
５
月
25
日
に
矢
板
高
校
農
業
経

営
科
３
年
生
の
草
花
専
攻
生
と
希

望
者
の
計
16
人
が
、校
外
学
習
で
那

須
高
原
り
ん
ど
う
湖
フ
ァ
ミ
リ
ー
牧

場
で
花
壇
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
校
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
那
須
興
業
株

式
会
社
の
大
野
赳
さ
ん（
19
）の

働
き
か
け
で
今
回
の
活
動
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。　

　
現
在
、グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
＆
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
付
近
の
花
壇
で
は
草

花
専
攻
の
３
年
生
が
中
心
に
育
て

た
サ
ル
ビ
ア
、ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
、ベ

ゴ
ニ
ア（
赤
と
白
）、マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
が
楽
し
め
ま
す
。

　
草
花
専
攻
の
神
山
心
佑
さ
ん

（
18
）は「
苗
を
き
れ
い
に
そ
ろ
え

る
作
業
は
な
か
な
か
大
変
で
し
た

が
、皆
で
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
引
率
・
指
導
を
行
っ
た
村
越
郁

教
諭
は「
外
部
と
の
交
流
や
皆
で

作
業
す
る
学
習
の
機
会
が
減
っ
た

分
、生
徒
た
ち
に
は
集
団
作
業
で

こ
そ
の
学
び
や
体
験
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
す
。

　県
内
農
業
関
係
高
校
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　今
回
は
矢
板
市
に
あ
る
栃
木
県
立

矢
板
高
等
学
校
で
す
。

NEXT

Farmers

▲設計図をもとに植えています▲ジップラインの折り返し
　地点からみた花壇

た
け
る

し
ん
す
け

か
お
る

栃木県農業共済組合 新規採用職員 募集案内

履歴書は
https://www.nosai-tochigi.or.jp/

よりダウンロードください。

１．職種及び採用人数
一般総合職…若干名　　獣医師職…若干名

３．応募書類
①ＮＯＳＡＩとちぎホームページに掲載の履歴書
　（最近３ヶ月以内の顔写真貼付） 
②卒業証明書（卒業見込証明書） 　③成績証明書

郵送による申込みとし、９月３０日（木）に到着した分まで。
※封筒の表に「受験申込」と朱書きし、簡易書留郵便等の
　配達記録が残る確実な方法で郵送してください。

４．応募受付期間
令和３年９月３０日（木）必着。

２．応募資格

・平成８年４月２日から平成１６年４月１日までに生まれた者。
・県内に現住所を有する者または、採用後に県内へ転居する者。
・普通自動車運転免許を有する者
 （令和４年３月３１日までの取得予定者を含む）。
・地方公務員法に規定する欠格条項に該当しない者。

一般総合職 

・平成６年４月２日以降に生まれた者。
・県内に現住所を有する者または、採用後に県内へ転居する者。
・令和４年３月３１日まで獣医師免許及び普通自動車運転免許
  取得者又は 取得見込みの者。
・地方公務員法に規定する欠格条項に該当しない者。

獣 医 師 職

8．勤務地及び主な業務内容

9．その他

県内、本所・支所勤務。農業保険法に基づく政策保険制度の
運営業務。

7．合否結果の通知
第１次試験の合否については、第２次試験の案内と併せて、
郵送にて通知します。

不明な点は栃木県農業共済組合総務部総務課（岡本、栃木）
までお問い合わせください。 TEL：028-683-5531

6．採用試験の日程・場所等
（１）試験期日 第１次試験 令和３年１０月１４日（木）

　　　　　教養試験・適性検査・論文試験
第２次試験 令和３年１０月２８・２９日（木・金）
　　　　　個別面接法による試験

（２）試験会場 宇都宮市下平出町前表３１９番地１
栃木県農業共済組合　本所（状況により変更あり）

〒３２１-０９０３　栃木県宇都宮市下平出町前表３１９番地１
総務部総務課あて

5．申込先
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ファーマーズカフェ＆ミートショップ

　
前
田
牧
場
で
は
肉
用
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
２
５
０
０
頭
を
飼
養
し
、コ
シ

ヒ
カ
リ
な
ど
６
ｈａ
、牧
草
、ブ
ロッ
コ

リ
ー
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、ネ
ギ
、黒
大

豆
と
い
っ
た
野
菜
や
イ
チ
ゴ
な
ど

20 

ｈａ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　　
実
は
私
自
身
、牛
は
大
好
き
で

す
が
、肉
は
大
嫌
い
で
し
た
。油
身

が
苦
手
で
、自
社
の
肉
も
遠
ざ
け
て

き
ま
し
た
。生
活
ク
ラ
ブ
で
自
社
の

牛
肉
生
産
者
と
し
て
店
頭
に
立
っ

た
際
に
、仕
事
仲
間
に「
自
分
が
育

て
た
肉
を
食
べ
な
い
で
販
売
す
る
な

ん
て
無
責
任
よ
！
」と
喝
を
入
れ
ら

れ
、自
社
の
リ
ブ
ロ
ー
ス
に
挑
戦
し

ま
し
た
。１
口
目
で
お
い
し
さ
の
衝

撃
を
受
け
、気
づ
け
ば
完
食
し
、ホ

ル
ス
タ
イ
ン
の
肉
が
大
好
き
に
な
り

ま
し
た
。

　
Ｂ
Ｓ
Ｅ（
牛
海
綿
状
脳
症
）の
風

評
被
害
に
よ
る
経
営
の
落
ち
込
み

や
、今
ま
で
の
自
分
の
思
い
込
み
を

覆
し
た
赤
身
肉
が
世
の
中
で
は
評

価
が
低
い
こ
と
に
悔
し
さ
を
覚
え

た
こ
と
が
起
点
と
な
り
、販
売
会
等

で
の
手
ご
た
え
か
ら「
赤
身
牛
が
好

き
な
人
も
絶
対
い
る
は
ず
」と
、20

年
前
に
直
営
店
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
赤
身
肉
は
変
色
し
や
す
い
こ
と
、

和
牛
に
比
べ
繊
維
が
固
く
厚
切
り
で

食
べ
ら
れ
る
の
は
極
一
部
な
ど
扱
い

が
難
し
い
で
す
が
、対
応
で
き
る
の
が

直
営
店
の
強
み
で
す
ね
。

　
カ
ッ
ト
の
仕
方
も
ほ
ぼ
独
学
で一

か
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。肉
嫌
い

だ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
感
覚
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、厚
み
や
部
位
な
ど
細
部

ま
で
意
識
し
た
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
切
り
方
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
お
す
す
め
商
品
は
赤
身
焼
肉
や

ハ
ン
バ
ー
グ
、レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
で

す
。「
こ
こ
の
お
肉
は
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
」と
肉
嫌
い
の
お
客
さ
ん
か

ら
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

う
れ
し
い
で
す
ね
。ま
た
熟
成
肉
も

手
掛
け
て
お
り
、お
肉
の
楽
し
み
方

を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

　
前
田
牧
場
で
は
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
を
削
減
す
る
農
林
水
産
省

の
委
託
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力

す
る
な
ど
、畜
産
の
将
来
に
向
け
た

経
営
を
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
命
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
つ
つ
、

お
客
様
の
声
を
大
切
に
し
、お
い
し

い
お
肉
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

「大嫌い」が「大好き」に！
肩書きにとらわれず、自分の感覚を信じて挑戦

レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
は
発
売
開
始
か
ら
20
年
以
上
、

味
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

大
田
原
市
若
草

専
務
取
締
役

農
業
生
産
法
人 

株
式
会
社
前
田
牧
場

前
田 

智
恵
子
さ
ん

ま
え
　
　だ
　
　
　
　 ち
　
　 え
　
　
　こ

・熱いうちに形を整えるのがポイント
・形を整えた後、冷蔵庫で一晩寝かせると形が崩れにくくＧＯＯＤ
・ゆずみその代わりに焼き肉のたれやめんつゆをつけてもOK！！

ポイント

食 卓 に も う 一 品

　２００８年に開店したそばレストランやアイスコーナーもある、水田に囲まれた
野菜直売所です。３、４月のミツマタ開花時期には１５，０００人ほどが訪れます。
　地元農産物で商品開発を行っています。土日限定販売の「さかがわの昼
飯」は栃木地産地消夢大賞、直売所を運営するさかがわ協議会は県農業大
賞（農村活性化の部）を受賞しました。
　そばどろぼうのゆずみそはお客様の声から商品化しました。さまざまな料理
に合うと好評です。

いい里さかがわ館  支配人  篠田 隆さん

作 り 方

 材料（0人分）

煮てお粥状にしたお米にそ
ば粉を少しずつ入れ、だまが
なくなるまで混ぜる。

1
30ｇほどを手にとり熱いうち
に小判形にする。

2 3
家庭では串を刺さず、オーブ
ントースターかグリルで片面
５分焼き目がつくまで焼く。

調理スタッフの皆さ
ん

4
ゆずみそを塗り完成。
温かいうちにめしあがれ！
※調理写真は30人分です。

●お米･･････････････････････ 50g

●そば粉････････････････････ 5０ｇ

●水･････････････････････ 100cc

●ゆずみそ･･････････････････ 適量

 材料（3人分）

　外はカリッと中はジューシーな「そばどろぼう」。 「盗んででも食べたいくらいおいしい」と 
さかがわ館スタッフが名付けました。立ち寄ったお客さんからは「懐かしい」という声もきこえてきます。

「そばどろぼう」盗んでも
　食べたい！？

２０１６年とちぎ漬け物選手権グランプリ
「大根のしょうゆ漬け」
２０１６年とちぎ漬け物選手権グランプリ
「大根のしょうゆ漬け」

茂木町大字飯362-1

いい里
さかがわ館
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サポーター
 NOSAI

おせわになってます！

日頃、組合
員の皆さん

と

NOSAIの
懸け橋とし

て活

躍されてい
る役員さん

に

お話をうか
がいました

。

高根沢町伏久

篠﨑 正行さん（68歳）
      しのざき   まさゆき

3

宇都宮市下桑島町

鈴木 利明さん（70歳）

2

　　  すず  き    としあき
日光市小林

齋藤 義博さん（63歳）

1

  さいとう   よしひろ

前号の答え・ア

ヒントを参考におじいちゃんと
お孫さんの正しい組み合わせを

下の解答群ア・イ・ウから選んでください。

応

募

方

法

解

答

群

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
９
名

の
方
に
、16
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
た

「
前
田
牧
場
」の「
特
製
ビ
ー
フ
カ

レ
ー
の
セ
ッ
ト
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

ア
①ｰ

Ⓐ
、②ｰ

Ⓑ
、③ｰ
Ⓒ

イ
①ｰ

Ⓑ
、②ｰ

Ⓐ
、③ｰ

Ⓒ

ウ
①ｰ

Ⓒ
、②ｰ

Ⓑ
、③ｰ

Ⓐ

63 3 21 090 3
栃
木
県
農
業
共
済
組
合

　
　
　
　企
画
情
報
課 

行

宇
都
宮
市
下
平
出
町
前
表
319-1

答え

●ご住所
●氏名
●年齢
●電話番号
●広報紙の感想や
　イラストなど

しめきり 令和3年9月30日 当日消印有効

●「
農
意
工
夫
」は
よ
く
考
え
て
実
行

し
て
い
る
と
大
変
感
心
し
て
読
み
ま

し
た
。〔
宇
都
宮
市
今
里
町
　男
性
〕

●
新
企
画「
ふ
る
さ
と
再
発
見
」が
良

か
っ
た
で
す
。正
に
再
発
見
で
し
た
。

〔
市
貝
町
文
谷
　女
性
〕

●
と
て
も
役
に
立
つ
情
報
が
た
く
さ

ん
あ
り
、す
ば
ら
し
い
。

〔
さ
く
ら
市
桜
野
　男
性
〕

●「
つ
く
っ
て
み
っぺ
」を
真
似
し
て
作

り
ま
し
た
。そ
れ
な
り
に
上
手
に
出

来
た
つ
も
り
で
す
。頑
張
っ
て
ま
た
つ

く
って
みっぺ
。

〔
大
田
原
市
市
野
沢
　女
性
〕

●
農
機
具
盗
難
は
盗
難
防
止
管
理

だ
け
で
は
防
ぐ
の
は
難
し
い
の
で
、農

機
具
共
済
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

〔
那
須
烏
山
市
鴻
野
山
　男
性
〕

●「
私
ら
し
く
」の
ご
夫
婦
の
笑
顔
が

素
敵
で
す
。良
い
野
菜
が
収
穫
で
き

そ
う
で
す
ね
。

〔
佐
野
市
大
古
屋
町
　女
性
〕

の

みん

声
な

陽大くん（8か月）
　　　　　  ひなた

B

杏ちゃん（6歳）左 礼くん（4か月）右
      あん 　　　　　　　　 れい

A

一輝くん（5歳）左 大輝くん（3歳）右
  いつ  き　　　　　　　　だい  き

C
いちご大好き！

※当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。

https://www.nosai-tochigi.or.jp

ホームページからも受け付けています。
「お孫ちゃまを探せ！」の応募は

ホームページに
アクセスし、

「広報こぼればなし」
をクリック！

水稲：コシヒカリ３０ａ・あさひの夢１７ａ、ソバ：３０ａ

　　     く　   ぼ     た　   たか　ゆき

評価会委員９年

  ひ    の       みつ あき

総代４年

佐野市長谷場町  日野 光明さん（88歳）野上地区のためにこれからも
日々元気よく！

の     がみ

水稲４ha、麦３ha、大豆1.5ha
目の届く範囲での栽培がベスト那須烏山市城東  久保田 隆行さん（56歳）

　
仲
間
と
協
力
し
手
作
り
し
た
店
で
、地
域
の

山
菜
や
野
菜
な
ど
を
中
心
に
土
日
に
販
売
し
て

い
ま
す
。地
の
利
が
よ
い
の
で
、地
区
の
観
光
と

連
携
し
て
野
上
地
区
を
盛
り
上
げ
た
い
で
す
。

Q
直
売
所
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
栽
培
は
現
状
維
持
で
す
ね
。直
売
所
は
チ
ラ

シ
な
ど
広
報
に
力
を
入
れ
た
い
で
す
。自
分
の

経
験
や
会
員
の
特
技
な
ど
を
活
か
し
て
い
き
た

い
で
す
。

Q
今
後
の
展
望
は
？

　
野
上
の
山
奥
に「
上
人
の
水
」と
い
う
湧
水

が
あ
り
、米
作
り
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
地
域
お
こ
し
の一環
で
地
元
の
仲
間

と
協
力
し
て
直
売
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

Q
地
域
の
自
慢
は
？

　
バ
ス
の
運
行
管
理
な
ど
観
光
事
業
に
従
事
し

て
い
ま
し
た
。定
年
退
職
後
、本
格
的
に
農
業

を
始
め
ま
し
た
。

　
今
は
地
域
農
業
の
た
め
に
災
害
時
の
対
応
な

ど
、評
価
員
に
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
導
も
行
っ
て
い

ま
す
。

Q
い
つ
か
ら
就
農
し
て
い
ま
す
か
？

Q
栽
培
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
？

　
種
子
生
産
を
主
と
し
、コ
シ
ヒ
カ
リ
を
主
食

用
2.9 

ｈａ
と
種
子
用
1.1 

ｈａ
、シュン
ラ
イ
３
ｈａ
、里

の
ほ
ほ
え
み
1.5 

ｈａ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
繁
忙
期
以
外
、ほ
ぼ
１
人
で
管
理
し
て
い
ま

す
。メ
リ
ハ
リ
維
持
の
た
め
、週
休
制
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

Q
経
営
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
種
子
生
産
は
種
苗
法
な
ど
法
令
に
基
づ
き
、

指
導
や
審
査
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ほ
場
管
理
の
徹
底
が
必
要
な
の
で
、病
虫
害

防
除
に
特
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

Q
今
後
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
収
穫
逓
減
の
法
則
を
実
感
し
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
安
定
し
た
品
質
と
収
量
の
確
保
の
た

め
、自
分
の
体
と
相
談
し
つ
つ
、目
の
届
く
範
囲

で
栽
培
し
て
い
き
ま
す
。

せ！お
孫ち
ゃま

を

ま
ご
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N

那須疏水公園
西岩崎ポケットパーク

りん
どう
ラ
イ
ン

17
30

17

東北
自動
車道

那須IC

那
珂
川

369

那須疏水旧取水施設

みどりの森
直売所

編 集 後 記
　「NOSAIとちぎNo.18」の編集も無事終わりました。
　編集担当が変わりました。今後も皆さんに農業に関わ
る情報を届けるよう、編集に努めてまいります。よろしくお
願いします。
　写真は那須疏水公園にある石です。ある動物の顔に見
えることから、○面石と紹介されていました。何の動物で
しょう？（ヒントは左の動物たちの中にいます）

　
鳥
野
目
街
道
沿
い

に
あ
る
本
直
売
所
は

２
０
１
８
年
６
月
に

開
店
し
ま
し
た
。

　
那
須
塩
原
市
の
生

産
者
約
10
人
か
ら
の

野
菜
や
加
工
品
、烏

骨
鶏
の
卵
な
ど
が
並

び
ま
す
。夏
は
水
ナ
ス

（
１
袋
１
０
０
円
）が

イ
チ
オ
シ
で
す
。

　
代
表
の
大
森
進
さ

ん
と
妻
の
和
子
さ
ん

が
主
に
販
売
を
担
当

し
て
い
ま
す（
表
紙
の

右
側
中
央
）。

　
那
須
疏
水
は
福
島
県
の
安
積

疏
水
と
滋
賀
県
・
京
都
府
の
琵
琶

湖
疏
水
と
並
ぶ
、日
本
三
大
疏
水

の
一つ
で
す
。疏
水
と
は
土
地
を
切

り
開
い
て
で
き
た
水
路
の
こ
と
を

示
し
ま
す
。

　
那
須
野
が
原
の
開
拓
の
際
に
、

農
場
の
灌
漑
兼
飲
用
水
の
た
め
、

国
営
事
業
と
し
て
明
治
18
年
か
ら

那
珂
川
の
絶
壁
に
ト
ン
ネ
ル
を

掘
っ
て
造
ら
れ
ま
し
た
。（
第
一
次

取
入
口
）。第
一
次
取
入
口
が
洪
水

等
の
被
害
に
あ
っ
た
た
め
、第
二
次

取
入
口
を
明
治
38
年
に
設
置
し

ま
し
た
。そ
の
後
、川
の
流
れ
が
変

わ
り
、大
正
４
年
に
元
の
位
置
に

戻
さ
れ
ま
し
た（
第
三
次
取
入

口
）。そ
し
て
、昭
和
３
年
に
は
取

～那須疏水旧取水施設～
那須塩原市西岩崎（那須疏水公園）

な　    す　　そ 　すい　きゅう  しゅ    すい　  し  　せつ

●住 那須塩原市東原4-12
●営 金・土を除く
 　１０：３０～１５：３０
　（なくなり次第終了）

▲第四次取
入口と

み
ど
り
の
森
直
売
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                 

あ
さ
か

　
　 

　
　
　
　 

か
ん  

が
い

▲第一次取入口

▲第二次取入口
商品商品外観外観

入
口
に
取
水
量
を
調
整
す
る
石
組

み
の
水
門
を
設
置
し
、ア
ー
チ
型
の

石
組
み
の
覆
い
も
造
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
昭
和
51
年
の
国
営
事
業

の
一
環
で
新
設
さ
れ
た
西
岩
崎
頭

首
工（
第
四
次
取
入
口
）が
那
須
野

が
原
の
水
田
を
潤
し
て
い
ま
す
。

　
旧
取
水
施
設
は
当
時
の
状
態
を

良
好
に
残
し
、近
代
の
取
水
シ
ス
テ

ム
の
構
造
を
知
る
も
の
と
し
て
、平

成
18
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。平
成
29
年
に
隧

道（
ト
ン
ネ
ル
）が
重
要
文
化
財
に
追

加
指
定
さ
れ
、同
年
、世
界
か
ん
が
い

施
設
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
帯
は
那
須
疏
水
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
、見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ず
い 

ど
う

第一次取
入口
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